
（別紙３）

～ 令和　7　年　2　月　21　日

（対象者数） 28 （回答者数）
25

～ 令和　7　年　2　月　21　日

（対象者数） 18 （回答者数）
18

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後、遊具や遊び道具の使用状況を見ながら、不足の部分を

補強していく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
職員が間に入って話題を変えたり等をしながら、楽しく双方

が関わっていけるようにしていく。

2

3

○事業所名 サルビアの家とくやま

○保護者評価実施期間
令和　７　年　2　月　1　日

○保護者評価有効回答数

令和　７　年　2　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７　年　２　月　２５　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

子供が好きではない高齢者の方もいらっしゃる。気分を害し、

睨んだり声を荒げることがあった。

元々子供が苦手だったり、奇声や濁声、同じことを何回も言う

など、高齢者の方には理解が難しい言動があるため。

施設の隣に市民センターがあるため、地域行事等への参加がし

やすい環境にある。

事業所敷地内に公園のようにブランコや滑り台を設置、ボール

遊びなどもできる空間を確保し、体を存分に動かせる環境を

作っている。

共生型形態を生かし、高齢者の方との触れ合いの機会を設け、

幅広い年齢層の人と関わることができている。

事業所における自己評価総括表公表


